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35人の新成人が、大人の仲間入り！！ 
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人のうごき（平成21年12月31日現在）／人口 2,857人（－2）　男 1,389人（＋1）　女 1,468人（－3）・世帯数  944（－1） 

主な内容 　村長・議長年頭のあいさつ……………2、3　　消防出初式…………………………………9

　１月２日（土）に、第64回佐那河内村成人式を

役場３階ホールで行いました。 

　多くの来賓や保護者が見守るなか、新成人35

人は、大人としての第一歩を踏み出しました。 

新成人の皆さんおめでとうございます 

男子男子21人　女子人　女子14人　計人　計35人（平成元年平成元年4月2日から平成平成2年4月1日生まれ） 男子21人　女子14人　計35人（平成元年4月2日から平成2年4月1日生まれ） 

35人の新成人が、大人の仲間入り！！ 

新
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代
表 

田
中
　
美
穂
さ
ん 



 sanagochi2

は
じ
め
に

　

平
成　

年
2
月
、
保
育
所
保
護
者
、
小

21

中
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
4
0
0
人
を
超
え
る
陳

情
書
を
受
け
、
衆
知
を
集
め
て
、
平
成　
21

年
度
予
算
に
計
上
し
、
執
行
し
て
き
た
小

中
一
体
型
校
舎
・
体
育
館
・
プ
ー
ル
・
給

食
セ
ン
タ
ー
・
学
童
保
育
施
設
に
つ
い
て
、

実
施
設
計
書
は
去
る　

月　

日
建
築
確
認

12

１７

書
の
承
認
を
受
け
、　

月　

日
入
札
公
告

12

22

を
行
い
、
平
成　

年
1
月　

日
入
札
予
定

22

29

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
文
部
科
学
省
・
林
野
庁
・

総
務
省
等
、
国
の
経
済
対
策
予
算
を
有
効

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
財
源
の
確
保
に

努
め
、
既
に
国
庫
補
助
金
の
内
示
、
過
疎

債
の
充
当
内
示
を
受
け
て
お
り
、
２
月
初

旬
に
も
請
負
契
約
に
つ
い
て
議
会
の
議
決

を
得
て
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
す
。

　

関
係
機
関
並
び
に
、
村
議
会
を
は
じ
め
、

本
計
画
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
村

民
各
位
に
対
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
・
県
・
市
町
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
財

源
の
確
保
に
努
め
、
村
の
人
材
育
成
の
拠

点
と
し
て
、
こ
の
施
設
の
充
実
に
向
け
て

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

皆
様
の
更
な
る
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

主
要
な
事
業
と
課
題
に
つ
い
て

１
、
小
中
学
校
校
舎
・
体
育
館
・
プ
ー
ル
・

給
食
セ
ン
タ
ー
・
学
童
保
育
施
設
の

完
成

２
、
現
行
過
疎
法
の
延
長

３
、
第
３
期
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
事
業
の
推
進

４
、
村
政
施
行
１
２
０
周
年
を
記
念
し
て

宣
言
し
た
『
環
境
に
や
さ
し
い
村
づ

く
り
』
の
推
進

５
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
行

22

26

財
政
改
革
の
推
進
（
平
成　

年
か
ら

15

　

年
ま
で
の
成
果
は
、
総
人
件
費
を

205
億
7
千
7
百
万
円
削
減
）

６
、
健
全
財
政
の
確
保

７
、
Ｉ
Ｔ
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
活
用
し
た

テ
レ
ビ
電
話
導
入
検
討

８
、
人
口
減
少
に
伴
う
施
設
の
有
効
利
用
、

負
担
軽
減
の
た
め
の
農
業
集
落
排
水

施
設
の
統
合
計
画

９
、
徳
島
新
聞
移
動
編
集
局
名
東
編

　

、
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
、
国
勢
調
査

１０

の
実
施

　

、
農
業
の
振
興
と
地
産
地
消
の
推
進

１１
　

、
国
道
４
３
８
号
上
八
万
バ
イ
パ
ス
一

１２

ノ
瀬
工
区
早
期
着
工
並
び
に
主
要
地

方
道
小
松
島
佐
那
河
内
線
大
久
保
峠

の
改
良
促
進　

結
び
に

　

全
国
町
村
会
は
『
農
山
漁
村
は
水
源
の

里
と
し
て
、
豊
か
な
実
り
の
場
と
し
て
、

自
然
と
折
り
合
う
技
や
知
恵
を
蓄
え
な
が

ら
、
無
数
の
い
の
ち
を
育
み
、
美
し
い
ふ

る
さ
と
の
山
河
を
必
死
に
守
り
続
け
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
い
ま
や
新
し
い
暮
ら
し

方
と
な
り
わ
い
創
出
の
舞
台
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
る

の
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
な
の
で
す
。
い
ま

こ
そ
、
農
山
漁
村
の
持
つ
か
け
が
え
の
な

い
価
値
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
後
世
に

引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
ふ
る
さ
と
」
を
失
う
こ
と
は
、「
日
本
」

を
失
う
こ
と
。』
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
、
堅
実
な
財
政
運
営
に
取
り
組
み
、

村
制
施
行
１
２
０
周
年
を
契
機
と
し
て
、

１
３
０
年
、
１
５
０
年
へ
時
代
が
ど
う
変

わ
ろ
う
と
も
、
私
た
ち
は
佐
那
河
内
村
を

 
終 
の 
住
処 
と
し
て
先
人
が
築
き
上
げ
て
き

つ
い 

す
み
か

た
こ
の
村
を
誇
り
と
し
、
村
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
数
あ
る
宝
物
、
資
源
を
大

切
に
守
り
育
て
『
キ
ラ
リ　

輝
く　

う
る

お
い
豊
か
な
村
』
の
実
現
に
向
け
て
決
意

を
新
た
に
邁
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

今
年
も
村
民
各
位
の
更
な
る
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

 

ああああああああああああ
けけけけけけけけけけけけ
まままままままままままま
しししししししししししし
てててててててててててて
おおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめ
でででででででででででで
とととととととととととと
うううううううううううう
ごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいい
まままままままままままま
すすすすすすすすすすすす

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

名
東
郡
佐
那
河
内
村
長　

松　

尾　
　
　

肇　
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

佐
那
河
内
村
議
会
議
長
　
加
　
藤
　
秀
　
數 

議
会
だ
よ
り 

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
平
成　

年
の
新
春

２２

を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
は
議
会
の
活
動
に
対
し
、

温
か
い
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
村
議

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
８

月
の
総
選
挙
に
よ
り
民
主
党
・
国
民
新
党
・

社
会
民
主
党
の
３
党
に
よ
る
連
立
政
権
が

新
た
に
誕
生
し
ま
し
た
。
地
方
自
治
に

と
っ
て
も
大
き
な
転
機
と
な
る
こ
と
が
予

感
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
秋
の
米
国
に
端
を
発
し

た
世
界
的
な
金
融
危
機
の
影
響
を
受
け
、

経
済
・
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
き
、
先
行
き
不
透
明
感
が
強
く
、

特
に
地
域
経
済
は
更
に
悪
化
の
傾
向
が
強

ま
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
大
き
く

影
響
が
現
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

地
方
行
政
で
は
、
景
気
の
後
退
に
よ
り

地
方
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
地

方
財
政
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ

て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、「
国
か
ら
地
方

へ
の
事
務
や
権
限
の
移
譲
」
と
い
う
形
で

地
方
分
権
化
が
益
々
進
ん
で
お
り
、
佐
那

河
内
村
に
お
い
て
も
地
方
自
治
体
と
し
て
、

村
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
独
自
の
施
策

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
少
子
・
高
齢
化
や
過
疎
化
、

地
域
経
済
の
低
迷
な
ど
に
直
面
し
、
以
前

に
も
増
し
て
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
て

お
り
、
ま
さ
に
、
行
政
の
真
価
が
問
わ
れ

る
時
代
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
小
中
学
校
一

体
型
校
舎
改
築
事
業
等
教
育
の
振
興
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
、
元
気
な
地

域
づ
く
り
整
備
事
業
、
村
道
及
び
農
林
道

整
備
事
業
等
、
村
民
の
皆
様
の
生
活
基
盤

整
備
を
始
め
子
育
て
支
援
事
業
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
々
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
、
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
ど
も
村
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
村

民
の
代
表
た
る
議
決
機
関
と
し
て
、
こ
れ

　

補
正
予
算

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
佐
那
河
内
村

68

21

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て　

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
８
２
７
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を　

億
40

２
３
３
４
万
6
千
円
と
し
た
。
公
共
施
設

デ
ジ
タ
ル
化
事
業
費
、
農
道
整
備
事
業
費

な
ど
の
減
額
に
よ
る
も
の
。

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
佐
那
河
内
村

69

21

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て　

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
2
億
2

2
3
5
万
4
千
円
と
し
た
。
汚
泥
処
理
費

の
減
額
に
よ
る
も
の
。

　

条
例
の
改
正

議
案
第　

号　

佐
那
河
内
村
後
期
高
齢
者

70

医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

議
案
第　

号　

佐
那
河
内
村
介
護
条
例
の

71

一
部
を
改
正
す
る
条
例

ら
の
施
策
が
さ
ら
に
充
実
で
き
る
よ
う
、

本
年
も
村
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
取
組
む

と
と
も
に
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
村
づ

く
り
を
目
指
し
、
今
後
更
に
創
意
工
夫
を

重
ね
、
村
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る

よ
う
、
決
意
を
新
た
に
議
会
運
営
に
あ
た

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
佐
那
河
内
村
の
限

り
な
い
発
展
と
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
議
員
一
同
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
村
議
会
に
対
し
て
本
年
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成　

年
佐
那
河
内
村
議
会　

月
定
例
会
は
、　

月　

日
に
開
会
さ
れ
、

２１

１２

１２

１１

補
正
予
算
案
件
２
件
、
条
例
案
件
２
件
、
人
事
案
件
１
件
の
あ
わ
せ
て
５
件

の
審
議
を
行
い
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
、　

月　

日
閉
会
し
ま
し
た
。

１２

１７

１２　月
定例会
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え
て
い
る
。

 
二
、
時
代
に
あ
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
な
が
ら
年
間
３
万
８
７
０
０
ト

ン
の
C
O
2

を
削
減
で
き
る
こ
と
は
村
に

と
っ
て
も
非
常
に
有
益
だ
と
考
え
て
い
る
。

三
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
修
理
を
き
っ
か
け
に

現
在
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
活
用
方
法
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
の
拡
張
工
事

な
ど
随
時
実
施
し
、
数
少
な
い
村
の
観
光

施
設
を
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
務
め
た
い
。

　

大
川
原
高
原
周
辺
の
施
設
に
つ
い

て
。
①
ヒ
ル
ト
ッ
プ
ハ
ウ
ス
・
ロ
グ

ハ
ウ
ス
の
利
用
状
況
と
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
。
②
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
キ
ャ

ン
プ
場
へ
の
集
客
増
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

　

①
ヒ
ル
ト
ッ
プ
ハ
ウ
ス
は
、
今
年
、

農
産
物
の
直
売
施
設
と
し
て
活
用
。

ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
デ
ッ
キ
の
傷

み
が
ひ
ど
く
休
館
し
て
い
た
。
今
後
同
施

設
の
機
能
を
高
め
る
よ
う
な
方
法
を
考
え

て
い
き
た
い
。
②
大
川
原
高
原
に
あ
る
施

設
す
べ
て
を
合
わ
せ
た
形
で
集
客
増
に
つ

な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま

た
大
川
原
高
原
全
体
の
経
営
を
考
え
て
い

く
上
で
、
外
部
の
人
か
ら
の
助
言
も
受
け

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

人
事
案
件

議
案
第　

号　

佐
那
河
内
村
教
育
委
員
会

72

委
員
の
任
命
に
つ
い
て　

石
本
哲
也
氏
の
再
任
及
び
東
小
緒
里
氏
の

任
命
に
同
意
す
る
も
の
。

　　

一
般
質
問

大
岩　

和
久 
議
員

　

風
力
発
電
施
設
完
成
後
の
現
状
に

つ
い
て
。
一
、
環
境
に
関
連
し
て
。

①
治
水
・
利
水
に
つ
い
て
急
激
な
増
水
や

水
の
濁
り
な
ど
は
な
い
の
か
。
②
シ
カ
に

よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い
な
い
か
。
③
音

に
よ
る
人
体
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。
二
、

村
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
な
に
か
。
三
、

観
光
資
源
と
し
て
の
今
後
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

一
、
①
全
く
な
い
と
は
言
い
切
れ

な
い
が
現
在
の
所
際
立
っ
た
影
響
は

出
て
い
な
い
。
②
徳
島
全
県
的
に
シ
カ
の

被
害
が
増
え
て
お
り
、
本
村
も
例
外
な
く

シ
カ
の
個
体
数
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
風
力
施
設
の
影

響
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
は

現
れ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
③
人
的

な
影
響
は
今
の
と
こ
ろ
出
て
い
な
い
と
考

　

小
中
学
校
校
舎
改
築
事
業
に
つ
い

て
。
①
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

②
情
報
公
開
の
状
況
と
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
。

　

①
現
在
建
築
確
認
申
請
書
を
徳
島

県
東
部
県
土
整
備
局
に
提
出
し
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
構
造
計
算
の
適
合
判
定
の

た
め
、
構
造
計
画
適
合
判
定
機
関
の
（
財
）

日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
大
阪
事
務
所
に
送
付

さ
れ
、
審
査
さ
れ
て
い
る
。
②
基
本
設
計

段
階
で
の
説
明
会
後
、
実
施
設
計
に
入
っ

て
か
ら
の
報
告
等
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

近
く
入
札
公
告
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
入
札
・
仮
契
約
後
、
議
会
承
認
を
得

て
、
工
事
着
工
と
な
る
。
そ
の
後
、
設
計

者
と
日
程
調
整
を
し
、
報
告
会
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

瀧
倉　

俊
晴 
議
員

　

平
成　

年
度
主
要
事
業
に
つ
い
て
、
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小
中
学
校
校
舎
改
築
の
他
に
は
ど
の

よ
う
な
事
業
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

国
の
予
算
編
成
決
定
後
、
村
の
予

算
編
成
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
継
続
事
業
に
つ
い
て
も
、
非
常

に
流
動
的
な
状
態
で
あ
り
、
現
在
具
体
的

に
話
せ
る
段
階
に
い
た
っ
て
い
な
い
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
。
①
緊
急

地
域
雇
用
創
出
事
業
等
で
ど
の
よ

う
な
作
業
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
っ
た
か
。
②
今
後
の
雇
用
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
計
画
す
る
の
か
。

　

①
こ
の
事
業
に
は
自
治
体
が
行
う

も
の
と
、
企
業
が
行
う
も
の
と
が
あ

り
、
村
の
企
業
が
行
う
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
基
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
健
祥
会

と
Ｊ
Ａ
徳
島
市
佐
那
河
内
支
所
で
行
わ
れ

て
い
る
。
村
が
取
り
組
ん
で
い
る
緊
急
雇

用
創
出
事
業
で
は
、
環
境
整
備
事
業
と
ヒ

ル
ト
ッ
プ
ハ
ウ
ス
の
案
内
事
業
と
が
あ
り
、

環
境
整
備
事
業
で
は　

月
末
ま
で
に
延
べ

10

6
2
2
人
の
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
る
。

効
果
と
し
て
は
、
村
民
の
雇
用
促
進
は
も

ち
ろ
ん
、
交
通
安
全
対
策
の
強
化
、
災
害

対
策
の
強
化
な
ど
が
揚
げ
ら
れ
る
。
ヒ
ル

ト
ッ
プ
ハ
ウ
ス
の
案
内
事
業
で
は
５
〜　
10

月
ま
で
に
延
べ
1
3
9
人
の
雇
用
を
生
み

出
し
て
い
る
。
効
果
と
し
て
は
、
ア
ジ
サ

イ
園
の
管
理
や
農
産
物
等
の
販
売
促
進
な

ど
大
川
原
高
原
の
観
光
に
関
し
て
効
果
が

見
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
②
平
成　

年
23

度
予
算
ま
で
は
こ
の
緊
急
地
域
雇
用
創
出

事
業
等
が
継
続
す
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質

質

質

答

答答

答

答

質

質
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中
野　
　

實 
議
員

　

佐
那
河
内
地
域
福
祉
計
画
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
当
た
り
、

ど
う
活
か
す
つ
も
り
な
の
か
。

　

地
域
福
祉
計
画
と
は
、
住
民
の
不

安
、
不
満
の
解
消
を
一
つ
の
課
題
と

し
て
い
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
精

査
・
分
析
し
、
住
民
の
意
見
と
し
て
同
計

画
に
盛
り
込
み
、
ま
た
住
民
の
村
に
対
す

る
要
望
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
部
分
に
つ

い
て
も
今
後
の
行
政
に
反
映
す
べ
く
努
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

安
冨　

幸
彦 
議
員

　

小
中
学
校
が
同
一
敷
地
内
で
と
も

に
学
習
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

合
同
で
運
動
会
を
実
施
し
た
効
果
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。　

　

運
動
会
後
に
行
っ
た
児
童
・
生
徒
・

保
護
者
・
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
、
合
同
で
開
催
し
て
よ
か
っ
た
と

の
意
見
が
多
く
、
後
日
行
っ
た
教
育
委
員

会
内
で
の
意
見
と
し
て
も
今
後
も
継
続
し

て
運
動
会
を
合
同
で
開
催
し
て
い
く
方
向

で
来
年
度
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

小
中
学
校
2
学
期
制
に
つ
い
て
①

2
学
期
制
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
の
か
。
②
学
期
設
定
は
、
教

育
成
果
で
決
ま
る
と
い
う
観
点
か
ら
考
慮

す
べ
き
こ
と
は
何
か
。
③
来
年
度
の
方
針

に
つ
い
て
。

　

①
年
間
授
業
時
間
数
が
約　

時
間

30

増
え
、
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
児
童

生
徒
の
学
力
向
上
に
対
す
る
成
果
は
大
き

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
長
い
ス
パ
ン

で
単
元
を
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
問
題
解
決
型

学
習
が
計
画
実
施
し
や
す
く
な
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
評
価
に
つ
い
て
も
長
期
的
な
視

野
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
、
よ
り
客
観
的

な
評
価
に
結
び
付
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
次
に
教
員
の
学
期
末
の
多
忙
さ
が
緩

和
さ
れ
、
教
員
と
児
童
生
徒
が
向
き
合
う

時
間
が
増
え
た
し
、
定
期
テ
ス
ト
が
減
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
学
生
が
部
活
動
に

力
を
注
ぐ
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の

反
面
、
テ
ス
ト
や
通
知
表
な
ど
学
習
に
対

す
る
励
み
や
反
省
の
機
会
が
少
な
く
な
り
、

学
習
面
・
生
活
面
に
お
け
る
け
じ
め
が
つ

け
に
く
く
な
っ
た
と
の
意
見
も
あ
る
。
②

学
習
の
連
続
性
を
図
る
こ
と
が
学
期
制
に

お
い
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
③

最
終
的
に
は
徳
島
市
と
の
関
連
性
も
視
野

に
入
れ
、
学
期
制
を
検
討
し
方
向
性
を
決

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

1
2
0
周
年
記
念
式
典
事
業
に
つ

い
て
。
①
こ
の
事
業
の
目
的
は
何
か
。

②
誰
の
た
め
の
記
念
行
事
だ
っ
た
か
。
③

各
種
表
彰
者
の
選
考
の
基
準
に
つ
い
て
。

④
準
備
万
端
滞
り
な
く
施
行
し
、
村
の
存

在
を
高
め
ら
れ
た
か
。
⑤
村
民
の
意
識
高

揚
を
図
る
た
め
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
し
た
の
か
。
⑥
式
典
は
熱
気
溢
れ

る
も
の
だ
っ
た
か
。
⑦
式
典
開
催
後
村
民

の
意
識
は
ど
の
よ
う
に
変
革
さ
れ
た
か
。

ま
た
、
い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
成
果
が

期
待
で
き
る
か
以
上
７
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　

①
平
成　

年
度
の
予
算
を
提
案
し

21

た
際
に
、
そ
れ
に
伴
う
施
政
方
針
の

中
で
1
2
0
周
年
に
つ
い
て
の
意
味
や
考

え
方
を
説
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
②
村

の
た
め
で
あ
り
、
長
年
村
の
た
め
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
た
め
に
開
催
し

た
。
③
表
彰
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
村
の

表
彰
条
例
に
基
づ
き
要
綱
を
策
定
し
、
実

行
委
員
会
に
諮
り
決
定
し
た
。
④
1
0
0

周
年
記
念
か
ら　

年
間
の
資
料
収
集
に
努

20

め
た
。
今
後
は　

年
毎
に
こ
の
よ
う
な
催

10

し
を
計
画
し
、
村
の
資
料
整
理
な
ど
を
す

る
必
要
を
感
じ
た
。
多
く
の
市
町
村
が
合

併
す
る
中
で
、
1
2
0
年
間
、
明
治
時
代

か
ら
続
く
村
は
他
に
な
く
、
そ
う
い
っ
た

観
点
か
ら
も
佐
那
河
内
村
こ
こ
に
あ
り
と

村
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
考
え
て
い

る
。
⑤
1
2
0
周
年
か
ら
1
3
0
周
年
に

向
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
行
政
と
住
民

の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
今
後
の
村
づ

く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
こ
の
節
目
の
年

を
お
互
い
に
確
認
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

⑥
式
典
は
厳
粛
に
行
わ
れ
た
と
考
え
て
い

る
。
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・

ご
協
力
で
盛
会
裏
に
記
念
行
事
が
で
き
た

こ
と
に
対
し
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
⑦
村
民
の
皆
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
1
2
0
年
の
歴
史
を
確

か
め
る
と
同
時
に
「
佐
那
河
内
村
の
あ
ゆ

み
」
を
発
刊
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
も

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
村
発
展
の
た
め
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
と
心
か
ら
期
待
し
て
い

る
。　

一
ノ
瀬
ト
ン
ネ
ル
の
着
工
に
備
え

て
、
こ
の
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、

村
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　

村
長
と
し
て
は
、
1
日
で
も
早
い

着
工
を
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

国
・
県
に
要
望
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
事
務
的
に
は
国
土
調
査
事
業

に
よ
る
正
確
な
図
面
あ
る
い
は
土
地
台
帳

の
整
備
が
で
き
次
第
、
用
地
買
収
に
入
れ

る
よ
う
事
務
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い

質答

質答

質

答

答

質

質答
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て
い
き
た
い
。

仁
羽　

悟
郎 
議
員

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
。
①
農
産
物

を
扱
う
産
直
市
の
計
画
に
つ
い
て
。

②
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て
。
③
学
校

給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
に
つ
い
て
。

　

①
今
具
体
的
な
計
画
は
持
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
情
報
収
集
に
努
め
、

関
係
団
体
等
と
も
協
議
し
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
②
耕
作
放
棄
地

を
一
挙
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
知
恵
を
寄
せ
合
い
な
が
ら
少
し

で
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
方
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
③
現

在
Ｊ
Ａ
徳
島
市
を
通
じ
て
地
場
産
物
の
活

用
を
進
め
て
い
る
。
現
在
の
学
校
給
食
で

の
県
内
産
農
産
物
の
利
用
率
は　

〜　

％
、

５０

７０

学
校
給
食
の
献
立
に
郷
土
料
理
を
取
り
入

れ
、
地
場
産
業
の
活
用
も
図
っ
て
い
る
。

ま
た
食
育
を
推
進
す
る
た
め
村
及
び
学
校

に
設
け
ら
れ
て
い
る
食
育
推
進
委
員
会
で

は
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
の
協
議
も
行
わ

れ
て
い
る
。

と
考
え
て
い
る
。

岡
本　

隆
次 
議
員

　

今
年
度
夏
の
園
瀬
川
の
水
質
の
悪

さ
の
原
因
究
明
に
つ
い
て
。

　

今
年
は
雨
量
も
少
な
く
、
大
川
原

方
面
か
ら
の
土
砂
が
堆
積
し
、
そ
の

結
果
水
た
ま
り
が
で
き
て
水
の
流
れ
が
悪

く
り
、
コ
ケ
が
死
ん
で
い
る
状
態
に
な
っ

た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
は
大
川
原
方
面
あ
る
い
は
徳
円

寺
方
面
等
の
森
林
整
備
を
含
ん
だ
水
の
確

保
、
水
量
の
確
保
、
山
の
保
水
力
を
つ
く

り
出
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
事
実
、
園
瀬
川
の
水
質
が
汚
染

さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
な
ら
ば
さ
ら
に

研
究
機
関
等
の
指
導
も
仰
ぎ
、
調
査
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。

　

大
川
原
芝
生
広
場
の
整
備
及
び
ロ

グ
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
伺

い
た
い
。

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
適
し
て
い

る
と
専
門
家
か
ら
聞
い
て
い
る
。
今

後
可
能
な
範
囲
で
コ
ー
ス
整
備
を
考
え
て

い
き
た
い
。
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
宿
泊
施
設
と

し
て
建
設
さ
れ
て
い
な
い
が
、
仮
眠
や
合

宿
な
ど
に
利
用
で
き
な
い
か
今
後
検
討
し

長
尾　

久
代 
議
員

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に

つ
い
て
。
①
第
3
期
へ
の
対
応
に
つ

い
て
。
②
都
市
・
非
農
家
と
の
交
流
に
つ

い
て
。

　

①
第
３
期
が
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
組

め
る
よ
う
現
在
で
き
う
る
範
囲
で
準

備
を
進
め
て
い
る
。
②
農
業
以
外
の
異
分

野
と
の
付
き
合
い
を
進
め
て
い
け
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

村
内
の
遊
具
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
管
理
さ
れ
、
い
つ
点
検
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

毎
年
６
月
に
は
民
生
委
員
に
よ
る

村
内
の
施
設
に
あ
る
遊
具
等
の
安
全

点
検
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
指
摘
の

あ
っ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
草
刈
り
な
ど

実
施
し
施
設
整
備
に
努
め
て
い
る
。

尾
山　

光
雄 
議
員

　

現
在
２
期
目
を
務
め
ら
れ
て
い
る

村
長
の
３
期
目
に
対
す
る
意
志
を
伺

い
た
い
。

　

３
期
目
を
め
ざ
し
て
村
民
各
位
の

支
持
が
得
ら
れ
る
よ
う
残
り
の
任
期

を
、
全
力
を
尽
く
し
て
務
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

糖
尿
病
対
策
に
つ
い
て
、
徳
島
県

内
で
村
が
１
位
に
ラ
ン
ク
付
け
に

な
っ
て
い
る
事
実
を
何
時
知
っ
た
か
、
ま

た
そ
れ
を
受
け
て
こ
の
事
実
を
ど
の
よ
う

に
村
民
に
周
知
し
、
今
後
村
と
し
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
伺
い
た

い
。　

村
制
施
行
1
2
0
周
年
記
念
式
典

記
念
講
演
の
際
初
め
て
知
っ
た
。
村

と
し
て
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
促

す
た
め
に
も
、
今
後
の
特
定
健
診
の
受
診

率
の
向
上
を
図
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
①
新
し
い
農

地
制
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
②
安

全
安
心
を
前
提
と
し
た
エ
コ
農
作
物
づ
く

り
に
つ
い
て
③
農
産
物
の
販
売
施
設
の
整

備
に
つ
い
て

　

①
農
業
の
企
業
参
入
は
全
国
で
約

4
0
0
社
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

必
ず
し
も
収
益
に
な
る
状
況
で
は
な
い
。

一
方
で
は
「
農
業
の
工
場
化
」
と
し
て
工

場
的
な
農
業
生
産
な
ど
も
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
大

き
な
課
題
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

②
村
と
し
て
は
、
ボ
カ
シ
専
用
生
ゴ
ミ
処

理
容
器
購
入
補
助
を
計
画
し
て
い
る
。
ま

た
一
般
の
住
民
の
皆
さ
ん
も
関
心
を
持
っ

質答

答答 質

質

質

答

答 質質

質

質

答

答

答
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 12月４日 県町村議会議長会理事会、事務局合同会議〈ホテル千秋閣〉（加藤議長、吉本事務局長） 

 11日 平成21年第４回佐那河内村議会定例会開会〈会期：18日までの８日間〉（全議員） 

 16日 平成21年第４回佐那河内村議会定例会〈第２日〉（全議員） 

 17日 平成２１年第４回佐那河内村議会定例会〈最終日〉全議員） 

 21日 12月分例月出納検査〈役場〉（西川・仁羽監査委員） 

 22日 村農業委員会総会〈農振Ｃ〉（仁羽農業委員） 

 25日 文教厚生委員会〈役場〉（文教厚生委員） 

議会行事出席報告  〈場　所〉 （出席者） 平成21年12月 
 

　　奈良県在住　福村　賢一　さん 
 

　篤志によるご寄附を有効に使わせていただき、ふるさとさなごうちの更なる発展を期

すとともに、今後とも皆さんからの村への熱き思いを心からお待ちしています。 

　「ふるさと納税」についての詳しいことは、総務企画課までお問い 

合わせください。 

ありがとうございます。ふるさと納税！ 

　「ふるさと納税」とは？ 
 

　ふるさと納税制度は、個人住民税・所得税を納める人が、前年中に佐那河内村などの自治体に寄附金を寄附し

た場合、5,000円を超える一定額までの金額を現在お住まいの場所で納める所得税や個人住民税から控除できる

制度です。 

　この制度により、実質的に一定額までの税金を「自らの意思」で「自らのふるさと」に納めることができ、納税を

通して、「ふるさとを応援したい」、「ふるさとに貢献したい」という気持ちを形にすることができます。 

寄 附 金 寄 附 金 

5千円 

ふるさとへ寄附 

・所得税を軽減 
・住所地の個人 
　住民税を軽減 

て
現
在
ま
で
に
数
回
の
勉
強
会
を
開
催
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
徐
々
に
取

り
組
み
が
広
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
③

関
係
団
体
等
と
十
分
協
議
し
、
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

大
川
原
高
原
風
力
発
電
施
設
に
関

連
し
て
。
①
１
年
間
を
経
過
し
、
発

電
状
況
や
村
の
財
政
的
な
収
入
状
況
に
つ

い
て
当
初
の
計
画
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

②
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

　

①
風
力
発
電
施
設
が
正
式
に
稼
働

し
た
の
が
平
成　

年
2
月
1
日
で
あ

21

る
た
め
、
ま
だ
1
年
は
た
っ
て
い
な
い
。

収
入
面
で
は
ヒ
ル
ト
ッ
プ
ハ
ウ
ス
の
使
用

料
と
し
て
約
1
4
0
万
円
を
大
川
原
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
よ
り
４
〜　

月
ま
で
の

１２

9
ヶ
月
間
で
収
入
し
て
い
る
。
②
民
間
企

業
の
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、
村
と
し
て

は
今
後
の
国
の
計
画
や
企
業
と
し
て
の
取

り
組
み
な
ど
情
報
収
集
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

答 質
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平成21年度援護事業功労者厚生労働大臣表彰受賞 

桜の植樹ボランティア参加 
　　　ありがとうございました！ 

藤田　卓さん（中辺） 

　永年にわたる戦没者遺族会援護活動の功績が認め

られ今回の表彰となりました。 

　藤田さんは、現在も村の戦没者遺族会長として、村

内外を問わずさまざまな活動をされています。 

　また、昨年度には、徳島県表彰や全国遺族会表彰も

受賞されたそうです。 

　広報11月号で植樹ボランティアを募集し

たところ、70人余りのご協力を得て、蜂須賀

桜30本、河津桜20本の合計50本の桜が中尾

谷公園（仮称）に植樹されました。 

おめでとうございます。 

　50本の桜は内藤昭文さん（仁井田）が 

寄贈してくれたものです。 
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■
徳
島
県
知
事
表
彰 

　
第
７
分
団
　
分
団
長
　
佐
藤
　
隆
裕 

■
徳
島
東
警
察
署
長
表
彰 

　
第
１
分
団
　
団
　
員
　
中
井
　
克
典 

■
徳
島
県
消
防
協
会
長 

・
功
績
章 

　
第
２
分
団
　
団
　
員
　
佐
藤
　
健
一 

　
第
４
分
団
　
団
　
員
　
柴
野
　
禎
良 

・
精
績
章 

　
第
６
分
団
　
団
　
員
　
東
　
　
充
宏 

　
第
６
分
団
　
団
　
員
　
米
田
　
眞
也 

　
第
７
分
団
　
団
　
員
　
小
野
　
伸
司 

■
佐
那
河
内
村
永
年
勤
続
表
彰 

　
第
２
分
団
　
元
部
長
　
小
河
　
清
中 

　
第
２
分
団
　
団
　
員
　
佐
藤
　
健
一 

　
第
４
分
団
　
元
副
分
団
長

　
伊
藤
　
秀
次 

　
第
４
分
団
　
団
　
員
　
西
内
　
昌
弘 

　
第
５
分
団
　
団
　
員
　
冨
長
　
伸
司 

　
第
５
分
団
　
団
　
員
　
宮
田
　
健
司 

　
第
５
分
団
　
団
　
員
　
谷
　
　
慎
也 

　
第
６
分
団
　
団
　
員
　
安
藝
　
　
肇 

　
第
６
分
団
　
部
　
長
　
森
本
　
浩
治 

　
第
７
分
団
　
団
　
員
　
久
保
井
義
之 

■
名
東
地
方
分
会
長
表
彰 

　
第
１
分
団
　
団
　
員
　
長
尾
　
憲
哉 

　
第
２
分
団
　
副
分
団
長

　
丸
山
　
修
司 

　
第
３
分
団
　
班
　
長
　
森
　
　
貴
浩 

　
第
４
分
団
　
副
分
団
長

　
上
村
　
修
司 

　
第
５
分
団
　
団
　
員
　
藤
本
　
　
忠 

　
第
６
分
団
　
団
　
員
　
上
野
　
浩
嗣 

　
第
７
分
団
　
団
　
員
　
前
川
　
清
文 

 

■
佐
那
河
内
村
長
表
彰 

　
第
１
分
団
　
団
　
員
　
中
一
　
雅
人 

　
第
２
分
団
　
団
　
員
　
山
崎
　
弘
貴 

　
第
３
分
団
　
団
　
員
　
前
河
　
宏
佳 

　
第
４
分
団
　
部
　
長
　
日
下
　
広
希 

　
第
５
分
団
　
団
　
員
　
山
本
　
　
宏 

　
第
６
分
団
　
団
　
員
　
山
木
　
啓
司 

　
第
７
分
団
　
団
　
員
　
張
　
　
秀
幸 

■
佐
那
河
内
村
内
助
の
功
感
謝
状 

　
第
２
分
団
　
　
　
　
　
佐
藤
多
賀
子 

　
第
２
分
団
　
　
　
　
　
小
河
　
京
子 

　
第
４
分
団
　
　
　
　
　
伊
藤
　
益
子 

　
第
６
分
団
　
　
　
　
　
安
藝
美
智
代 

　
第
６
分
団
　
　
　
　
　
森
本
　
直
子 

　
新
春
恒
例
の
村
消
防
団
に
よ
る
平
成
22
年
出
初
式
が
１
月
10
日
、
中
学
校
体
育
館
で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
村
長
式
辞
、
団
長
訓
辞
に
続
き
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
参
列
者
一
同
で
火
の
用
心
を
三
唱
し
、
昨
年
に
続
き
無
火
災
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

今
年
も
無
火
災
を
誓
う
！ 

平
成
22
年
　
村
消
防
団
出
初
式 
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ま
も
な
く
建
築
が
は
じ
ま
り
ま
す

ま
も
な
く
建
築
が
は
じ
ま
り
ま
す 

佐
那
河
内
小
中
学
校
一
体
型
校
舎

佐
那
河
内
小
中
学
校
一
体
型
校
舎 
ま
も
な
く
建
築
が
は
じ
ま
り
ま
す

ま
も
な
く
建
築
が
は
じ
ま
り
ま
す 

佐
那
河
内
小
中
学
校
一
体
型
校
舎

佐
那
河
内
小
中
学
校
一
体
型
校
舎 
ま
も
な
く
建
築
が
は
じ
ま
り
ま
す 

佐
那
河
内
小
中
学
校
一
体
型
校
舎 

作業が終了し、12月22日に入札公告をおこない、建築に

築会社と県内建築会社の２社が共同企業体（ＪＶ）を組み

企業体から入札参加の申請を受け付け、村の審査を経た

お知らせします。

す。
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　佐那河内小中学校一体型新築事業の実施設計作

むけた第一歩を踏み出しました。

　今回の入札は１月29日に行います。県外建築

入札にのぞむ方式を採用します。今後は、共同企

後、入札を執行します。

　入札結果や建築の詳細については、２月号でお

　

　今月号は、１階平面図を掲載します
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　本村では、生ごみの減量化や堆肥化推進のため、ボカシ専用生ごみ処理容器の購入補助をしています。

ボカシとは、米ぬかとスリヌカに、糖蜜やミネラル資材で作った活性液を混ぜ、有効微生物群で発酵させ

たものです。専用の容器に入れた生ごみに振りかけ密閉すると、微生物の働きで生ごみの腐敗をおさえて

発酵させ、１～２週間で良質の堆肥になります。しかも、匂いも発酵臭で少なくおさえられます。 

　その他にも村では、生ごみ処理容器や機械式生ごみ処理機の購入補助も併せて行っています。購入補助

を希望される人は、産業建設課にお問い合わせください。 

  

ボカシ専用生ごみ処理容器販売価格　2,100円 

販売店（50音順） 

大平商店・木下商店・坂本商店・佐々木商店・多仁商店・徳島市農業協同組合佐那河内支所・藤本商店・

マイフレンドクワハラ・ユートピア長尾・吉永商店 

　※購入金額2,100円に対し、補助金額は1,000円になります。 

ボカシについては、佐那河内村健康づくりの会：多仁政子さんまでお問い合わせください。 

（電話（088）679－2028　IP5260） 

ボカシ専用生ごみ処理容器購入補助について ボカシ専用生ごみ処理容器購入補助について 

農地制度が変わりました 
　昨年の12月に、新しい農地法（改正農地法）が施行されました。 

 

相続などで農地を取得した場合、農業委員会に届け出なければなりません。 
 

◎「相続」「遺産分割」「時効取得」「法人の合併・分割」などによって、農地法の許可を要さ
ずに権利を取得した場合、農業委員会にその旨を届け出ることが必要となりました。 

◎届け出の期間は、農地等についての権利を取得したことを知った時点から、おおむね１０ヶ月以
内となっています。 

◎届け出をしなかったり、虚偽の届け出をした場合は、10万円以下の過料が課せられます。 

　農業委員会では、例えば、相続した方が地元を離れていて、自分では手入れができない場合に、農

地の管理についてのご相談や、地元で借り手を探すなどのお手伝いをします。 

 

違反転用の罰則が大幅に強化されました。 
 

◎違反転用に対して、法人の300万円以下の罰金が、１億円以下の罰金に引き上げられました。個人の
300万円以下の罰金または３年以下の懲役は、変更ありません。 

◎原状回復命令違反に対して、個人の30万円以下の罰金または６ヶ月以下の懲役が、300万円以下
の罰金または３年以下の懲役に強化されました。 
◎「原状回復命令」とあわせて、違反転用者を確知できない場合などに対応できるよう、行政代執行
の措置がとられます。 

お問い合わせ先 
 佐那河内村農業委員会事務局　電話 679-2115　ＩＰ 5000～5004
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〜
派
遣
要
請
の
あ
る
農
家
を
募
集
し
て
い
ま
す
〜 

派
遣
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
産
業
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

その31

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」 

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
森
聡
子
で

す
。早
い
も
の
で
佐
那
河
内
で
の
生
活
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
２
カ
月
と
な
り
ま
し

た
。
来
る
前
は
暖
か
い
冬
を
想
像
し
て
い
た
の
で
す
が
、
山
特
有
の
気
候
で
し
ょ

う
か
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し
く
、毎
日
気
合
い
を
入
れ
て
布
団
か
ら
出
て
い
ま

す
。
12
月
の
中
旬
に
は
雪
も
見
ら
れ
、大
川
原
が
白
く
染
ま
っ
た
様
子
に
感
動
、思

わ
ず
声
を
あ
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
先
日
保
育
所
の
も
ち
つ
き
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。つ
き
た
て
の
お

も
ち
の
お
い
し
さ
や
、子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
ら
し
さ
に
癒
さ
れ
た
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、保
護
者
の
皆
さ
ん
が
も
ち
つ
き
に
慣
れ
て
ら
っ
し
ゃ
る
の
に
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
お
も
ち
は
買
う
も
の
だ
っ
た
の
で
す
が
、
手
慣
れ
た

様
子
で
次
々
と
つ
き
あ
が
り
、丸
め
ら
れ
て
い
く
様
子
に
た
だ
た
だ
感
心
す
る
ば

か
り
。
私
も
へ
っ
ぴ
り
腰
で
つ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
う
ま
く

い
か
ず
。大
好
き
な
お
も
ち
を
自
分
で
つ
い
て
食
べ
る
に
は
修
行
が
必
要
な
よ
う

で
す
。 

　
ま
た
念
願
の
わ
ら
草
履
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。わ
ら
を
な
う
こ
と
す
ら
経

験
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、手
取
り
足
取
り
教
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
不
細

工
な
が
ら
も
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。草
履
を
作
り
な
が
ら
伺
っ
た
当

時
の
話
は
今
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
。農
作
業
を
し
な
が

ら
も
た
く
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
笑
顔
で
、
時
に
は
涙
を
浮
か
べ
な

が
ら
語
ら
れ
る
話
の
一
つ
一
つ
に
私
は
い
つ
も
心
を
動
か
さ
れ
て
い
ま
す
。決
し

て
遠
い
過
去
で
は
な
い
の
に
自
分
が
今
ま
で
何
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
恥
ず

か
し
く
思
い
ま
す
。
最
近
は
メ
ー
ル
で
連
絡
を
取
り
合

っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
で
も
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
便
利
な
社
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
直
接
会
話
す

る
こ
と
で
し
か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
改
め
て
学

び
ま
し
た
。
残
り
少
な
い
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
で
す

が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
と
お
話
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。 

ねんりんピック 
作文・絵コンクール最優秀賞 
佐那河内小学校３年 

中井　啓貴（ひろき）さん 

ねんりんピック 
作文・絵コンクール最優秀賞 
佐那河内小学校３年 

中井　啓貴（ひろき）さん 

　徳島県健康福祉大会（2009とくしまねんりんピック）の「小

学生の作文・絵コンクール」の作文の部・応募数1273点の中

から、中井さんの作品『おとしよりといっしょに　ラジオ体

そう』が優秀賞に選ばれました。 

　中井さん、おめでとうございます。 

12/22
（火） 

大黒駅伝大会開催 ！ 
　１～3年生低学年は700ｍ、４～６年生

高学年は1000ｍと走りました。 

　農作業中の

地元の皆さん

も、作業を中

断して応援し

てくれていま

した。 



 sanagochi14

２月 
さなごうちスポーツクラブ案内 さなごうちスポーツクラブ案内 さなごうちスポーツクラブ案内 

〈小学校体育館〉 
※健康運動教室 
　20：00～21：00 
〈農振センター2階和室〉 
※太極拳 
　19：30～20：30

〈中学校体育館〉 
卓　球 
　19：30～21：00 
※バドミントン 
　20：00～22：00

・※印の種目は活動費が必要です。 
・ジュニアスポーツ教室は別途案内します。 
・参加される方でスポーツクラブ未加入の方は、
事前に事務局で参加申込・スポーツ保険加入
の手続きをしてください。 

・日程は変更する場合があります。 

京都市 
　　昨年の11月14日（土）、本年度の人権大学・県外現地研修として、受講生18名が京都市にある、全国水平社創立

大会の碑・八坂神社・清水寺を、財団法人世界人権問題研究センターのボランティアガイドの川端さんの案内でフ

ィールドワークをおこないました。今回は、この研修地である全国水平社創立大会の碑について概要を報告します。 

 

■全国水平社創立大会の碑 
　　大正11年３月３日、全国から3,000人が京都市岡崎旧公会堂に集い、歴史的な全国水平社創立大会を開きました。 

　長い間の差別と屈辱を自らの力と団結によって解き放とうとする部落大衆がここに決起し、『水平社はかくして生

まれた。人の世に熱あれ人間に光あれ』と結ばれました。この宣言が、単に部落解放のみならず、すべての人間の

解放をめざす普遍的原理に根ざしています。 

　　水平社創立60周年の昭和57年３月３日を記念して、先人の偉業をたたえるとともに、国民的課題として部落差

別を解消する決意を表すために、京都市がこの記念碑を建立してものです。 

●お問い合わせ 
　さなごうちスポーツクラブ事務局 
　　　　　　　　（教育委員会内） 
　　679-2817　IP5006

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日 月 火 水 木 金 土 

 

7 

14 

21 

28

2 

9 

16 

23

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

卓　球 

太極拳 

卓　球 

太極拳 

健康運動教室 

 

健康運動教室 

バドミントン 

バドミントン 

バドミントン 

バドミントン 

スポーツ振興くじ助成事業 

1 

8 

15 

22

3 

10 

17 

24

佐那河内村の人権教育　VOL. 157

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会 

岡崎旧公会堂の記念碑にて 

八坂神社で現地ボランティアガイドの話を聞く 
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☆申告書はご自分で書いて、できるだけ郵送等で提出してください。 

☆国税庁ホームページにアクセスすることで所得税、贈与税及び個人事業者の消費税（地方消費税を含む）

の申告書を作成することができます。ぜひご利用ください。 

☆納期限までに最寄りの金融機関で納付を済ませてください。 

☆振替納税を利用している方は、確実に残高の確認をしてください。 

☆受付時間は午前９時～午後４時まで（午後４時以降は受付できません。）。 

☆この期間、徳島税務署庁舎内には、申告相談会場を設けておりません。 

☆アスティとくしまの駐車場については、有料（１日200円）となります。ご理解とご協力をお願いします。 

※ 詳しくは徳島税務署（℡：088－622－4131）にお問い合わせいただくか、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）

をご覧ください。 

　放送大学では、平成22年度第１学期（４月入学）の学生を募集中です。 

　放送大学はテレビなどの放送を利用して授業を行う通信制の大学です。心理学・福祉・経済・歴史・文学・自

然科学など、幅広い分野を学べます。 

　出願期間は、平成22年２月28日まで。 

　資料を無料でさし上げていますので、お気軽にお問い合わせください。 

《問い合わせ先　放送大学徳島学習センター　電話　088－602―0151》 

徳島税務署からのお知らせ 

放送大学　4月生募集のお知らせ 

確定申告と納税はお早めに！ 

振替納税の口座振替日 

４月22日（木） 

口座振替は利用できません 

４月27日（火） 

申告・納付期限 

3月15日（月） 

3月15日（月） 

3月31日（水） 

税　目 

所　得　税 

贈　与　税 

個人事業者の消費税及び地方消費税 

今年も申告相談会場は「アスティとくしま」！ 

便利なｅ-Ｔａｘ（イータックス）で電子申告を！ 

期　間 

2月１日（月）～3月15日（月） 

（土・日・祝日を除く。ただし、２月21日及び２月28日の日曜日

は確定申告の相談・申告書の受付を行います。） 

会　場 

アスティとくしま　 

３階第２特別会議室 

 （徳島市山城町東浜傍示１） 

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作
成したデータは、ｅ-Ｔａｘ（電子申告）を利用して提出す
ることができます。 

３　添付書類の提出省略 

医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容を入力
して送信することにより、提出又は提示を省略すること
ができます（確定申告期限から3年間、書類の提出又は提
示を求められることがあります）。 

平成21年分の確定申告を本人の電子証明書を付して、申告
期限内にｅ-Ｔａｘで行うと、所得税額から最高5,000円の
控除を受けることができます（平成19年分又は平成20年
分の確定申告でこの控除を受けた方は、受けられません）。 

４　還付金がスピーディー 

ｅ-Ｔａｘで申告された還付申告は、早期処理しています（3
週間程度に短縮）。 

１　国税庁ホームページから電子申告 

２　最高5,000円の税額控除 
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　皇居奉仕友の会より、毎年恒例の歳末
訪問として、12月16日68人の皆さんに、
バラ寿司と黒糖ケーキをプレゼントしま
した。 
　手づくりの品物は、ひとり暮らしの皆
さんから、たいへん喜んでいただきました。 
　「風邪などひかないようにお元気でお
過ごしください。」と声かけをしました。 
  

皇居奉仕友の会　会長　日下　常子 
  
※皇居奉仕友の会より、歳末助け合い運動に金

一封をいただきました。 

　県内の赤十字関係者が一堂に会し、国内外で

幅広く展開している赤十字の活動とその必要

性を深めるために平成21年度「赤十字の集い」

が12月７日（月）阿波銀ホールで開催されました。 

　この集いにおいて、多年にわたり奉仕活動な

どに尽力された人に贈られる「日赤県支部感謝

状（金枠）」を岩田さん（朝宮）が受章されました。 

 岩田さん、おめでとうございます。 

　今後ますますのご活躍を期待しています！ 

善 意 銀 行 だ よ り 

　上記の預託金は、「社会福祉のために役立てて下さい」と寄せられたものです。善意によって膨らん

だ預託金を元金とした利子を活用し、地域福祉事業などの推進のため、有意義に活用させていただき

ます。ありがとうございました。 

岩　本　光　治 様 … 金一封　　　森　河　義　忠 様 … 金一封 

ひとり暮らしの皆さんを歳末訪問 
 

ひとり暮らしの皆さんを歳末訪問 
 

赤十字の集いにて、岩田絹代さん 

 ～支部感謝状（金枠）表彰～ 

赤十字の集いにて、岩田絹代さん 

 ～支部感謝状（金枠）表彰～ 

　12月25日（金）農振センターにて、おたのしみ会を開
催しました。参加児童は27人。 
　グループごとに「○×クイズ」、「間違い探し」、「お
笑い」など出物をして、３時まで楽しく過ごしました。 
　また、包丁を使って、きゅうりやトマトを切って、
サラダを作り、おいしくいただきました。 

第116号 
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新成人の皆さん、おめでとうございます。 

20歳がスタート！国民年金 

なるほど！国民年金！！国年Ｑ＆Ａ 

こくねんニュース こくねんニュース 

　国民年金は全ての公的年金の基礎となるものです。日本国内にお住まいの20歳から60歳までの人は、

公的年金に加入することが法律で義務づけられています。 

　将来訪れる長い老後や、生活の安定を損なうような“万が一”の事態に備え、保険料を出しあい、お互い

を支え合う制度です。 

　20歳になったら、忘れず国民年金の加入手続きをしましょう！ 

 

◎国民年金の給付は、3種類の基礎年金があります。 
 

 

 

 

 

◎年金手帳は大切に保管しましょう。 
　公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される基礎年金番号が用いられています。 

　国民年金や厚生年金に加入すると基礎年金番号が記載された年金手帳が交付され、加入記録や保険料

の納付状況など、すべてこの番号で管理されます。 

　この年金手帳は、年金に関する手続きの際、必要となりますので、大切に保管してください。 

国民 
年金 こくねんニュース こくねんニュース 

口座振替 

国民年金保険料は 
納期を守って 
納めましょう！ 
納付には、納め忘れのない 
　　　　　　が便利です。 

老齢基礎年金 
65歳から生涯受けられます。 

障害基礎年金 
病気やケガで障害の状態にな

った人が受けられます。 

遺族基礎年金 
夫が亡くなったときに子のあ

る妻または子が受けられます。 

Ｑ．国民年金の加入手続きは、どこで行えばいいの？ 
Ａ．役場国民年金担当窓口で手続きできます。 

　　時間に余裕がなく、窓口で手続きができない場合は、郵送により手続きすることもできます。 

Ｑ．口座振替が便利でお得！ 
Ａ．口座振替には、毎月の保険料が翌月末に引落しされる翌月末振替と、毎月の保険料がその月末に引

落としされる当月末振替（早割）があります。早割は月額50円が割引されます。 

　口座振替では前納制度を利用される場合は、現金での前納に比べて更に割引額が高くなります。 

Ｑ．毎月の保険料はいくら？ 
Ａ．月額１4,660円（定額）です。 

　なお、保険料をまとめて前払いすることにより割引される前納制度もあります。 

　また、定額保険料に加えて月額400円の付加保険料を納付されると、将来老齢基礎年金に加えて付

加年金が支給されます。付加年金は「200円×納付月数」で計算されます。 

Ｑ．毎月14，660円は払えない。そんなときはどうすればいいの？ 
Ａ．20歳になられ、所得が少なく保険料を納めることが困難な人については、若年者納付猶予制度※や

学生納付特例制度※などの保険料猶予制度を利用することができます。 

　手続きは、役場国民年金担当窓口もしくは、社会保険事務所で行ってください。 

　※本人の申請により保険料の納付が猶予される制度です。 
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村国民健康保険『電話健康相談』　薔0120-24-3752（24時間・年中無休） 

新型インフルエンザ予防接種について 

　新型インフルエンザのワクチン接種は，死亡者や重症者の発生をできる限り減らすとともに，

患者が集中することによる医療機関の混乱を極力防ぎ，必要な医療提供体制を確保することを

目的としています。 

 

◎費用について 
　接種費用は原則自己負担です。 

 

 

 

 
 

　《接種費用の助成を行っています》 
　　村では、次の皆さんに接種費用の助成を行います。 

 

 

 

 

 

 

 
 

　接種費用の助成を受けるには、村が交付する『接種費用負担軽減証明書』が必要です。 

　この証明書を村と契約した医療機関に提出することで、無料で接種を受けることができます。 

　『接種費用負担軽減証明書』の交付を受けるには、住民福祉課での申請が必要です。 

 

 

 

 

 
 

　なお、助成対象者で、すでに予防接種を済ませた人は、予防接種費用領収書を持って住民福祉課までお

越しください。 

１回目の接種……3,600円 
２回目の接種……１回目の接種と同じ医療機関で行った場合は、2,550円 
　　　　　　　　１回目の接種と異なる医療機関で行った場合は、3,600円 

【助成対象者とは】 
　国が定める優先接種対象者のうち、生活保護世帯及び村民税が課税されていない世帯
に属する人。 
　妊婦及び１歳から中学３年生までの幼児・児童・生徒 
※平成21年12月15日から平成22年３月31日までに１歳になる子どもは、１歳になった日以降に助

成の対象となります。 

接種費用の助成を受けるには… 
　①　助成対象者は、住民福祉課まで申請にお越しください。 

　②　村と契約した医療機関で証明書を提出し、接種を受けてください。（無料） 

　注意！　交付期間は、平成21年３月31日までです。 

出産おめでとうございます（敬称略）結婚おめでとうございます（敬称略）

死亡おくやみ申し上げます（敬称略）

個人情報に関する内容のため削除しています

個人情報に関する内容のため削除しています
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情 報 ボ ッ ク ス マークの見方 
…時間 時 
…持ち物 持 

…場所 所 …対象 対 
…問い合わせ先 問 

備　　考とき・ところ行　　事　　名曜日

�  9：00～ 15：00
� 中学校体育館および周辺

第10回佐那河内ふれあいまつり日１/  
17

� 医師から運動制限を受けて
いない概ね65歳以上の方

�  運動しやすい服装ほか

� 13：30～15：30
� 宮前公民館いきいき体操教室月18

�  �679-2217
  　ＩＰ 5030

� 10：00～
� 保育所

わんぱく教室
（絵本・紙芝居）火19

�  8：30～11：00
� 追上駐車場廃ビニール・古紙など収集日水20
� 11：00～
� 農振センターふれあい昼食会

�  住民福祉課　保健師
　   寺谷生改センター 10：00～11：00
　   保健センター　　 13：30～14：00
　   根郷集会所　　　 14：15～14：40

健康相談金22
� 医師から運動制限を受けて
いない概ね65歳以上の方

�  運動しやすい服装ほか

� 13：30～15：30
� 健祥会ハイジ（多目的ホール）

いきいき体操教室月25

� 直通ダイヤル �679-2432
�  9：00～12：00
� 農振センター2階（小和室）

心配ごと相談・行政相談
特別相談

�  8：30～11：00
� 追上駐車場

廃ビニール・古紙など収集日水27
� 健康づくりに関心のある人
�  材料代200円、米１合、エプ
ロン、筆記用具など

�  9：30～ 9：45（受付）
� 農振センター1階（会議室）

健康料理教室木28

親子製作
�  9：30～ 11：00
� 保育所

保育参観日

� 特定健診結果「糖尿病型」「境
界型」肥満の方で、医師から
運動制限を受けていない方

�  動きやすい服装

� 20：00～21：00
� 農振センター2階（大和室）

運動教室金29

　   桜集会所　　　　10：00～11：00
  　 宮前公民館　　　11：15～11：40
  　 嵯峨生改センター  13：30～14：30
  　 嵯峨老人憩の家　14：40～15：20

健康相談火２/  
２

�  �679-2217
　 ＩＰ 5030

� 10：00～
� 保育所

わんぱく教室
（作って遊ぼう）

�  8：30～11：00
� 追上駐車場

廃ビニール・古紙など収集日水３
�  �679-2217
　 ＩＰ 5030

� 10：00～
� 保育所

わんぱく教室
（保健師相談日）木４

� 特定健診結果「糖尿病型」「境
界型」肥満の方で、医師から
運動制限を受けていない方

�  動きやすい服装

� 20：00～21：00
� 農振センター2階（大和室）

運動教室金5

� 9：30～11：30
� 保育所

平成21年度
保育所生活発表会日7

� 直通ダイヤル �679-2432
�  9：00～12：00
� 農振センター2階（小和室）

心配ごと相談
人権擁護相談月8

�  �679-2217
  　ＩＰ 5030

� 10：00～
� 保育所

わんぱく教室
（絵本・紙芝居）火9

�  8：30～11：00
� 追上駐車場

廃ビニール・古紙など収集日水10
４、５歳児クラス

� 13：30～14：30
� 健祥会ハイジ

保育所児童ハイジ訪問

� 医師から運動制限を受けて
いない概ね65歳以上の方

�  運動しやすい服装ほか

� 13：30～15：30
� 桜集会所

いきいき体操教室月15

◎１月は国民健康保険税（第７期分）・・後期高齢者医療保険料（第６期分）の納期です！お忘れなく！
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No.10

常
に
最
弱
者
の
視
点
で
！ 

       
＝
哀
し
い
ア
オ
バ
ズ
ク
の
お
話
＝ 

常
に
最
弱
者
の
視
点
で
！ 

　
　
　
＝
哀
し
い
ア
オ
バ
ズ
ク
の
お
話
＝ 

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

No.164

今月の自然観察会(要予約)

■お申し込み・お問い合わせ先 
ネイチャーセンター（℡.679－2238） 

　
薄
力
粉
を
使
っ
て
、短
時
間
で
蒸
し
上
が
る
よ
う
か
ん
で
す
。 

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト（
食
生
活
改
善
推
進
員
）の
お
す
す
め
レ
シ
ピ 

《 材料（４人分） 》 

栗甘露煮 

　　栗甘露煮の汁 

　　粒あん 

Ａ　薄力粉 

　　上新粉 

　　塩 

10粒 

大１ 

500ｇ 

100ｇ 

大４ 

小2/5

栗
蒸
し 

　
よ
う
か
ん 

栗
蒸
し

栗
蒸
し 

　
よ
う
か
ん

　
よ
う
か
ん 

栗
蒸
し 

　
よ
う
か
ん 

エネルギー　 
炭 水 化 物 

104kcal 
23g

たんぱく質　 
塩　　　分 

2.0g 
0.1g

脂　　　質　 

（一人分のエネルギー） 

0.3g

　
初
夏
の
夕
ま
ぐ
れ
、
お
宮
の
杜
や
ア
ン
テ

ナ
の
上
な
ど
か
ら
二
声
ず
つ「
ホ
ー
ホ
ー
・
ホ

ー
ホ
ー
」
と
ア
オ
バ
ズ
ク
の
さ
え
ず
り
が
降

っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
フ
ク
ロ
ウ
の

仲
間
で
、
青
葉
の
こ
ろ
東
南
ア
ジ
ア
方
面
か

ら
渡
来
し
大
木
の
ウ
ロ
（
自
然
に
で
き
た
空

洞
）
で
子
育
て
し
ま
す
。
里
山
で
は
、
樹
齢
数

百
年
の
社
寺
林
く
ら
い
に
し
か
候
補
に
な
る

木
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
や

若
齢
木
で
は
子
孫
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
す
。は
る
ば
る
数
千
㌔
の
旅
を
し
て
、目

指
す
先
は
毎
年
同
じ
た
っ
た
一
本
の
木
な
の

で
す
。 

　
隣
県
で
の
悲
話
で
す
が
、
ム
ク
ノ
キ
の
ご

神
木
で
営
巣
中
、
そ
れ
と
知
っ
て
か
知
ら
ず

か
、
根
こ
そ
ぎ
切
り
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ
の
理
由
た
る
や「
落
ち
葉
の
片
づ
け
が

大
変
な
の
で
」
そ
の
何
気
な
い
人
間
の
所
業

が
、
か
ろ
う
じ
て
命
脈
を
保
っ
て
い
る
か
弱

き
も
の
た
ち
を
追
い
つ
め
て
い
る
の
で
す
。

今
後
数
百
年
間
、い
や
、も
う
永
久
に
ア
オ
バ

ズ
ク
は
か
の
地
で
は
生
き
て
ゆ
け
な
い
で
し

ょ
う
。似
た
事
例
は
当
村
に
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
例
え
ば
パ
ー
テ
ィ
ー
を
組
ん
だ

登
山
と
同
じ
で
す
。
歩
行
ペ
ー
ス
を
だ
れ
に

合
わ
せ
る

で
し
ょ
う

か
。
強
者

の
論
理
で

は
声
な
き

声
は
聞
こ

え
て
き
ま

せ
ん
。 

（
吉
田
） 

《 作 り 方 》 

① Ａの材料を混ぜ合わせる。 

② 蒸し器に型を入れ、クッキングシートを敷き、その上に①のたねを入れ平らにならす。 

③ 栗の甘露煮は縦半分に切り、切った栗を上面にちらす。 

④ クッキングシートをかぶせ、強火で12分蒸し、冷ましてから切り分ける。 

☆ポイント☆　 

　たねをならす時は、指先に残った甘露煮の汁をつけると上手にできます。 

 型は、牛乳パックなどでも代用できます。 

２/７（日） 
10時～15時 

春の自然塾「七草」 

２/14（日） 
10時～15時 
 

出島探鳥会（阿南市） 

１/17（日） 
10時～14時 
 

赤い小鳥たち 

アオバズク　撮影／吉田和人 


